
小
笠
原
長
時
と
下
荒
井

武
芸
と
作
法
の
小
笠
原
流
の
惣
領
家
初
代
は
、
小
笠

原
長
時(

な
が
と
き)

で
、
信
濃
国
の
守
護
大
名
で
し

た
が
、
天
文
十
九
年(

一
五
五
〇)

武
田
信
玄
に
敗
れ
、

長
野
県
の
松
本
か
ら
逃
れ
、
会
津
の
葦
名
氏
に
招
か

れ
ま
す
。
面
倒
を
見
た
の
が
北
会
津
町
の
下
荒
井
城

に
い
た
四
天
宿
老
の
一
人
富
田
氏
で
、
石
原
と
川
崎

に
家
臣
三
十
人
と
と
も
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

天
正
十
一
年(

一
五
八
三)

米
代
に
も
あ
っ
た
屋
敷

で
家
臣
に
婦
人
や
娘
と
と
も
に
惨
殺
さ
れ
ま
す
。
そ

の
菩
提
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
、
東
山
の
大
龍

寺
で
、
寺
は
下
荒
井
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

寺
に
は
子
供
が
使
用
し
た
人
形
が
あ
り
ま
す
。

後
に
、
子
の
貞
慶
が
徳
川
家
康
に
仕
え
、
最
終
的

に
小
笠
原
氏
は
北
九
州
市
の
小
倉
藩
十
五
万
と
な
っ

て
い
ま
す
。

北
会
津

田
村
山
古
墳
と
小
笠
原
氏
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鏡は、2面とも3世紀の銅製「内行
花文鏡(ないこうかもんきょう)」
で中国製です。

昭和52年のほ場整備
で真渡の畑から出土し
た「大戸古窯跡群」で
焼かれた須恵器(すえ
き)「浄瓶(じょうへ
い)」。祭祀(さいし)
に使用した特殊な容器。
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北
会
津
の
生
活
の
始
ま
り

北
会
津
町
は
、
会
津
盆
地
の
中

央
に
位
置
し
、
阿
賀
川(

大
川)

に

よ
る
堆
積
に
よ
っ
て
平
坦
に
な
っ

た
地
域
で
す
。
そ
れ
で
も
、
河
川

の
変
化
に
よ
り
、
微
高
地
が
南
北

方
向
に
点
在
し
て
い
ま
し
た
。

人
が
住
ん
だ
痕
跡
は
、
昭
和
五

十
二
年
の
ほ
場
整
備
と
平
成
三
年

の
磐
越
自
動
車
道
建
設
に
伴
い
発

掘
さ
れ
た
「
今
和
泉
遺
跡
」
、
昭

和
五
十
二
年
の
ほ
場
整
備
で
発
掘

さ
れ
た
「
西
麻
生
遺
跡
」
か
ら
縄

文
時
代
晩
期
か
ら
で
、
今
か
ら
約

二
千
二
百
年
前
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
弥
生
時
代
中
期
の
南

御
山
二
式
の
土
器
か
ら
は
、
継
続

し
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

定
住
し
た
の
は
、
弥
生
時
代
中
期

の
よ
う
で
す
。
山
内
や
秋
山
、
新

井
田
な
ど
南
会
津
か
ら
の
移
住
者
、

新
潟
か
ら
の
移
住
者
も
い
ま
す
。

東
北
最
古
の
田
村
山
古
墳

田
村
山
地
区
の
北
側
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
北
の

水
田
内
あ
る
の
が
田
村
山
古
墳
で
す
。

全
長
二
十
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
で
す
。

昭
和
三
十
八
年
の
ほ
場
整
備
以
前
に
は
、
周
囲
に
直

径
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
塚
が
約
十
基
ほ
ど
存
在
し
て

い
た
と
い
う
。

ま
た
、
一
六
六
六
年
に
描
か
れ
た
『
会
津
風
土

記
』
や
江
戸
後
期
に
描
か
れ
た
『
会
津
石
譜
』
『
新

編
会
津
風
土
記
』
に
は
、
「
灰
塚
」
が
書
か
れ
、
そ

こ
か
ら
勾
玉
十
個
と
鏡
五
枚
を
掘
り
出
し
た
と
い
う

記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
現
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

灰
塚
の
東
に
は
「
糖
塚
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ

れ
が
「
田
村
山
古
墳
」
の
よ
う
で
す
。

大
正
十
四
年
、
灰
塚
は
、
耕
地
整
理
で
消
滅
し
て

い
ま
す
が
、
糠
塚
は
熱
病
伝
説
が
あ
り
残
り
ま
し
た
。

昭
和
三
年
に
は
、
田
村
山
古
墳
を
田
村
山
の
住
人

に
よ
り
掘
ら
れ
、
破
壊
さ
れ
た
鏡
一
枚
と
、
完
形
の

鏡
一
枚
、
ガ
ラ
ス
玉
、
勾
玉
、
鉄
刀
が
出
土
し
ま
し

た
。
完
形
の
鏡
は
、
当
時
、
鉄
瓶
の
蓋
と
思
い
込
み
、

割
ら
れ(

写
真)

て
し
ま
い
ま
し
た
。
遺
物
は
、
代
々

総
代
・
区
長
に
受
け
継
が
れ
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
県
立
博
物
館
に
預
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
鏡
は
、

中
国
製
の
鏡
で
、
三
世
紀
後
半
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、

卑
弥
呼
か
ら
五
〇
年
も
経
た
な
い
、
東
日
本
で
も
最

古
の
も
の
で
、
会
津
大
塚
山
古
墳
よ
り
も
二
～
三
代

前
に
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
鏡
の
年
代
や
特
徴
か
ら
、

大
和
朝
廷
に
近
い
人
物
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

そ
の
後
、
飯
盛
山
古
墳
、
堂
ケ
作
山
古
墳
、
会
津

大
塚
山
古
墳
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

『大沼郡西十二郷洗井村舘之図』荒井家蔵

本
田
の
本
泉
寺

に
は
、
一
八
〇
一

年
以
降
の
江
戸
時

代
後
期
に
作
ら
れ

た
マ
リ
ア
観
音
が

安
置
さ
れ
、
キ
リ

シ
タ
ン
墓
か
万
年

塔
の
墓
が
あ
り
ま

す
。


